
奈
良
・藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
縄
手
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
入
二
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）

一
〇
月
―

一
九

九
七
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
回
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
猪
熊
兼
勝

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

道
路
造
成
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
り
、
調
査
面
積
は

一
人
Ｏ
Ｏ
♂
で
あ
る
。

調
査
区
は
藤
原
宮
の
西
面
南
門
の
北
東
の
西
方
官
衡
南
地
区
に
位
置
し
、
昨
年

報
告
し
た
第
人
○
次
調
査
区
の
西
に
あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
周
辺
に
お
け
る

調
査
で
は
、
藤
原
宮
期
の
遺
構
の
他
に
、
藤
原
宮
直
前
期
の
官
内
先
行
道
路
、

さ
ら
に
下
層
に
は
弥
生

。
古
墳
時
代
の
遺
構
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。

今
回
検
出
し
た
遺
構
は
①
古
墳
時
代
、
②
藤
原
宮
直
前
期
―
藤
原
宮
期
、
③

藤
原
宮
期
以
降
に
大
別
さ
れ
る
。

②
の
時
期
の
遺
構
は
宮
内
先
行
条
坊
に
属
す
る
西
二
坊
坊
間
路
、
五
条
大
路
、

お
よ
び
そ
れ
ら
の
側
溝
な
ど
で
あ
る
。
西
二
坊
坊
間
路
は
、
以
前
に
北
方
の
調

査
で
検
出
し
て
い
る
が
、
今
回
は
南
北
八
六
ｍ
分
を
東
西
両
側
溝
と
と
も
に
確
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認
し
た
。
道
路
の
規
模
は
路
面
幅
で
五

・
四
―
六

・
五
ｍ
、
側
溝
心
心
間
で

六

・
ニ
ー
六

・
八
ｍ
で
あ
る
。
五
条
大
路
は
、
そ
の
北
側
溝
を
西
二
坊
坊
間
路

西
側
溝
と
の
合
流
点
か
ら
西
六
ｍ
分
を
検
出
し
た
が
、
南
側
溝
は
発
掘
区
外
と

な
る
。
な
お
、
五
条
大
路
の
幅
に
つ
い
て
は
、
東
の
第
八
〇
次
調
査
で
、
路
面

幅
約
七

・
五
ｍ
、
側
溝
心
心
間
で
約
八

・
五
ｍ
と
い
う
数
値
を
得
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
西
二
坊
坊
間
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
か
ら
で
あ

る
。
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
は
、
溝
幅
が
約

一
ｍ
、
深
さ
は
発
掘
区
北
端
で
約

一
。
二

ｍ
と
最
も
深
く
、
南
に
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
浅
く
な
る
。
溝
内
の
上
層
は
ぃ
上

半
部
が
青
灰
色
な
い
し
灰
褐
色
の
砂
質
土
で
、
堅
く
し
ま
っ
て
お
り
、
溝
の
埋

め
立
て
土
と
推
定
し
た
。
下
半
部
は
、
細
砂
混
じ
り
の
青
灰
色
な
い
し
暗
灰
色

の
粘
質
土
で
、
流
水
時
の
堆
積
で
あ
る
。
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
発
掘
区

北
端
付
近
の
、
溝
底
に
近
い
暗
灰
色
粘
質
土
か
ら
出
土
し
た
。
同
層
か
ら
の
伴

出
遺
物
に
は
、
藤
原
宮
直
前
期
に
属
す
る
土
師
器
と
須
恵
器
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六

ω
「通
曲部
準
ぐ」　
ＰΦこ
霞

上
下
に
二
片
に
折
れ
、
上
半
右
側
を
欠
く
。
荷
札
木
簡
で
、
貢
進
地
は
、
の

ち
の
隠
岐
国
智
夫
郡
由
良
郷

（『和
名
抄
う

に
あ
た
る
。
杉
材
と
推
定
さ
れ
る

こ
と
、
長
さ
に
比
し
て
幅
が
広
い
形
態
、
表
面
の
み
に
二
行
書
き
す
る
と
い
う

書
式
な
ど
、
隠
岐
国
の
荷
札
木
簡
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
「評
」
の
表
記
か

ら
七
世
紀
末
と
判
断
で
き
る
が
、
伴
出
土
器
の
年
代
と
も
矛
盾
し
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
九
七
‐
Ⅲ
』

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（寺
崎
保
広
）




